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研究の内容 

 自然豊かな秋田県は海洋環境・森林環境・里山にかかわらず、きわめて多様な生物の宝庫である。

21 世紀の自然科学にとって、さまざまな生物現象を、環境中の生物の営みから分子レベルまで統合

的に可視化できることはひとつの夢である。20 世紀後半から 21 世紀にかけて、さまざまな顕微鏡

が考案され、本学にもかなりの数が整備されている。 

 生物資源科学部に在籍する研究者は主にいわゆる既存の機器を使い、マニュアルにそったごく一

般的な使用法で生物を見ることしかできず、本当に新規性の高い現象を、顕微鏡を使って見出せて

いるとは言いがたい。 

 一方、システム科学技術部の研究者は顕微鏡を含むさまざまなデバイスを考案したとき、それを

生物現象に応用する手がかりを持っているとは言いがたい。 

本苗研究では両者の橋渡しを行い、新しい科学技術の苗をつくっていくことを目的とする。  

 

具体的な研究の内容は以下のとおりである。 

１）顕微鏡に関連するデバイスの開発と実装 

２）新規顕微鏡技術を駆使した分子レベル、細胞レベル、個体の行動学レベルの映像化 

３）生物現象の可視化に基づく応用研究の発展 

 



研究の独自性・アピール点 

さまざまなアイデアを持った研究者を集めて、新たな顕微鏡・顕微鏡の応用を基に、新しい顕微

鏡のデバイスや操作法を見出し、生物の新たな側面を見ることができる可能性がある。  

期待される成果・波及効果 

新規顕微鏡デバイスの開発・特許 

生物の新たな側面を見ることに基づく応用研究 
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